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創造工学教育課程は、学部4年＋大学院2年のシームレスな学習ができる教育課程です。1 年生では、自分の興

味に基づいて主軸の分野を決め、メンタ一教員とともに学習目標を設定してCプランを作成します。1 年生後期から

は、主軸以外の様々な工学分野の先生や学生とともに研究やゼミを行う研究室ローテーションや、多彩な知識から

新しい価値を創造する方法論を学ぷ工学デザイン科目群などを学びます。3年生後期から本格的な研究活動がス

タート。6年生修了までの3年半の時聞をかけて、じっくりと主軸の研究に打ち込みます。

主軸分野の研究

創造工学研究1 、2,3 研究インターシップ
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E属研究室決定

研究スタート

分野の枠を超えて学習し、

工学全体を見渡すことを目指す。
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工学の 13分野の中から、主軸となる

専門分野を遭択。専門性を深める。

産業・経営リテラシー
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グロ ーパルコミュニケーション

研究室ローテーション
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入学から卒業まで
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少人数教育で手厚いフォロ ーを実現。

1 学年2名につき1 人の先生が丁寧な指導でサポート。

学部4年＋大学院2年のシームレスな学び。

近年の科学技術の高度化にともない、 工学部に入学しエンジ＝アを

目指す学生にとって、 大学院への進学は一般的になりつつあります。

通常、 大学院へ進学するためには、 学部4年次の卒業研究・大学院

入学試験の合格が必要。 はじめから大学院 進学を希望する学生にと

っては、 学びが一時中断されることにもなりえます。

新設の創造工学教育課程では学部と大学院の壁を取り払い、ストレ

ートに大学院へ進学。学部4隼次から大学院卒業までの3年問、 研

究活動に注力できます固

本課程では、 さまざまな分野の研究室で実験を行ったりゼミに参加し

たりする『研究室ローテーション」をはじめ、 「工学デザイン科目j 、 I研

究インターシップ」など、 幅広い知融を身につけるための新たなカリキ

ュラムを用意。

多〈の分野を効果的に学ぶため「メンタ一教員jと呼ばれる世話役

の教員を配置。1学年2名につき1人の先生が科目選択の相談や

習熟度チェックで手厚くフォロー
。 学生の学びを強力にパックアップ

して〈れます。

必要なのは、 工学全体を見漉す広い視野と想像力。

本課程では、すべての工学分野を網羅した名古屋工業大学の特徴

を活かし、 広い視野で工学の知識を身につけた人材の育成を目指し

ます。
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分野の枠を越えて工学の

センスを身につける。

6年一貫の教育コース。
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生命・物質化学分野で
学ぶ物質の構造や性質
の理解をも とに、 分子の
ミクロの構造を自在に設
計するための応用物理
や材料機能の技術を学
び 、 有機デバイスなど新
たな 様器の可能性を聞
きます。

知能情報分野で学ぶ知識発見の技術
に加え 、 生命科学やソフトマテリアルで

生体分子の構造や性買を学び、 生体科
学の理解のためのバイオインフォマティ
クス技術に貢献します。

電気制御や工ネルギーシステム等の電
気電子エ学の技術をもとに、 梅械制御
や涜体・摩擦等の様械工学やIT技術を
学び、 来来の交通システムの開発に貢
献します。

学部4年間と大学院博士前期課程2年聞を接続する「創造工学教育課程」をスター ト。

総合的コミュニケーション力
創造工学教育課程では、学生一人ひとりが異なるCプランを持ち、

異なる専門的関心を持って学ひ
．

ます。1 つのクラスの中で、 様々な
価値観を持ちながらディスカッションを重ねることで、総合的コミュニ
ケーション力と工学的創造性を身につける乙とができます。

映像や音声の高度なメデ
ィア情報の技術に加えて、

通信工学や認知科学を
学び人に慢しい新たなコ
ミュニケーション技術の
研究開発で貢献します固

名古屋工業大学は工学分野の専門性を磨く高度工学教育課程

（生命・応用化学科／専攻、物理工学科／専攻等の5つの学科／専攻）と併設して、

工学のセンスと総合力を学ぷ創造工学教育課程をスター卜させます。

創造工学教育課程に入学した学生は専門を1 つ選択して学びながら、

幅広い工学の分野に触れ、工学の実践的能力を学部から大学院にかけてじつくり磨きます。

創造工学教育課程は様々な角度から工学の課題に挑戦し、

新たな商品やサービスの開発によってイノベーションに貢献する技術者を育てます。

環境調和のためのセラミックス
材料の開発 技術に加え 、 生命
科学を学び 、 人工骨の設計な
ど、 長寿＋士会を支え る生体材
料技術者として活躍します。

工学デザイン科目
工学の諸分野の専門科目とは別に工学デザイン科目：を
学び、 横々な工学の知識・技術から社会に役立つ製品や
サービスを作り出したり、課題を解決するための方法論を
習得します。

環境都市エ学の技術に加え 、 エネルギ
ーシステムや次世代ネットワーク 技術を
学ぴ、 持続可能社会のための都市設

断・エネルギー利用技術に貢献します。

名士大 創造士学リーフレット
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